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幻
想
的
な
光
の
乱
舞

　

５
月
下
旬
、
川
内
集
落
を
流
れ
る
小
浜
川
流
域
で
ホ
タ

ル
の
群
れ
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

同
集
落
の
ホ
タ
ル
の
小こ
み
ち径
沿
い
で
は
、
黄
色
い
光
の
粒

が
幻
想
的
な
風
景
を
醸か
も

し
出
し
て
い
ま
し
た
。



掘り取り体験に大満足
　

５
月
３
日
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
会
場（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
）

で
、
第
３
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
後
半
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
親
子

連
れ
な
ど
約
７
千
人
が
詰
め
掛
け
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
Ｒ
＆
Ｒ
ス
テ
ィ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
に
よ
る
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
演

奏
で
幕
を
開
け
る
と
、
同
ま
つ
り
実

行
委
員
長
の
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
、

中
村
信
行
代
表
理
事
常
務
が
「
長
島

の
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、
と
て
も
美
味
し

く
て
、
関
東
・
関
西
で
も
人
気
の
商

品
。
長
島
の
食
を
満
喫
し
て
」
と
あ

い
さ
つ
。
川
添
健
町
長
が
「
バ
レ
イ

シ
ョ
を
食
べ
た
ら
、
花
街
道
を
ぐ

る
っ
と
周
遊
し
て
。
食
と
花
で
長
島

を
堪
能
し
た
ら
、
長
島
の
応
援
団
に

な
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
無
料
配

布
が
行
わ
れ
、
袋
い
っ
ぱ
い
の
バ
レ

イ
シ
ョ
を
求
め
て
長
蛇
の
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
バ
レ
イ
シ
ョ
畑
で
は
、

１
家
族
１
区
画
（
３
㍍
）
限
定
で
バ

レ
イ
シ
ョ
の
掘
り
取
り
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
３
人
の
孫
を
連
れ
て
体

験
に
訪
れ
た
、
さ
つ
ま
町
の
中
野
幹

雄
さ
ん
は
「
孫
た
ち
が
、
貝
掘
り
よ

り
も
楽
し
い
と
喜
ん
で
い
た
。
ぜ
ひ

来
年
も
来
た
い
」
と
大
満
足
の
様
子

で
し
た
。

旬を迎えた赤土バレイショ

↑特設ステージでは子どもたちに人気の　
　キャラクターショーを開催

↑オープニングを飾ったスチールドラム

↑人の波が押し寄せたバレイショの無料配布

↑掘り取り体験を楽しむ参加者
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教
育
の
新
リ
ー
ダ
ー
に
村
田
氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
長
島
町
教
育
委

員
会
教
育
長
、
中
橋
藤
七
氏
が
５
月

10
日
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
行
わ
れ
た
退
任
式
で
は
、

川
添
健
町
長
か
ら
「
長
い
間
、
本
町

の
教
育
指
導
の
た
め
尽
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
労
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
、
職
員

か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

獅
子
島
出
身
で
学
校
教
諭
だ
っ
た

中
橋
氏
は
「
長
島
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
長
島
を
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。

　

21
日
、
町
教
育
委
員
会
は
臨
時
会

を
開
催
し
、
委
員
５
人
の
互
選
に
よ

り
、
教
育
長
に
村
田
研
史
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

鷹
巣
小
学
校
に
赴
任
さ
れ
て
い
た

経
験
の
あ
る
村
田
教
育
長
は
「
再
び

長
島
町
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
感
謝
し
、『
協
働
・
共
育

で
自
立
を
促
す
教
育
』
実
現
の
た
め

努
力
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
平
成
30
年
５
月
20
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

↑
職
員
か
ら
花
束
を
受
け
取
る
中
橋
氏

中
橋
教
育
長
退
任

村む
ら
た田　

研け
ん
し史
（
60
）　

▽
鷹
巣
小
学
校
に
昭
和
56
年
か
ら

６
年
間
教
諭
と
し
て
赴
任
、
以
後

脇
本
小
学
校
長
、
霧
島
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
長
な
ど
を
歴
任

花の町に 12 万人
夢追い長島花フェスタが閉幕

　

３
月
29
日
に
開
幕
し
た
第
４
回
夢

追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が
、
５
月
６

日
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、飯
田
満
穗
実
行
委
員
長
が「
来

場
者
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
い
た
。
花
フ
ェ
ス
タ
を

含
む
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
長
島

の
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
な
っ
て

い
る
。
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
沿
線
の
花
壇
管
理
者
に
も
感

謝
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

川
添
健
町
長
は
、
開
催
期
間
の
39

日
間
で
、
約
12
万
１
千
人
が
本
町
を

訪
れ
た
こ
と
に
触
れ
「
農
業
・
漁
業

と
観
光
の
結
び
つ
き
が
、
交
流
人
口

を
増
や
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
度
は
か
ご

し
ま
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観

条
例
に
伴
う
景
観
賞
の
表
彰
が
あ
っ

た
ほ
か
（
Ｐ
16
に
関
連
記
事
）、
受

賞
者
を
代
表
し
て
株
式
会
社
小
竹
組

鹿
児
島
支
店
の
牧
圭
三
支
店
長
が

「
自
然
と
共
存
す
る
美
し
い
感
性
あ

ふ
れ
る
長
島
町
を
目
指
し
、
花
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し

ま
す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

↑期間中、春の花ばなで来場者の目を楽しませた花フェスタ会場↑花のまちづくり宣言をする牧さん

長
島
町
教
育
委
員
会
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避
難
勧
告

避
難
指
示

避
難
所
へ
避
難
開
始

▽避難準備情報
避難行動に時間がかかる人は避難を始めましょう。その他の人は、避難準備を始めましょう。
▽避難勧告
避難を開始しましょう。
▽避難指示
避難していない人は、直ちに避難しましょう。その余裕がない場合は、生命を守る最低限の
行動をとりましょう。

避難勧告等についてご存知ですか

未
然
に
防
ご
う
土
砂
災
害

　

日
本
は
、
急
峻
な
山
地
や
谷
地
、

崖
地
が
多
く
、
地
震
や
火
山
活
動
も

活
発
な
た
め
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
環
境
で
す
。
加
え
て
、
台
風
や

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
や
す
く
、
平
均
で

毎
年
約
１
０
０
０
件
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
で
は
平
成
24
年
６
月
、
大

雨
に
よ
る
影
響
で
、
土
砂
災
害
や
床

下
・
床
上
浸
水
、
河
川
氾
濫
に
よ
る

農
地
流
出
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
長
島
町
も
災
害
が
発

生
し
や
す
い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
町
で
は

２
７
０
カ
所
が
災
害
危
険
箇
所
に
指

定
さ
れ
、
土
砂
災
害
防
止
法
で
規
制

さ
れ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
は
２

７
１
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
防
止
と
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
、
梅
雨
時
期
を
前
に
、
こ

の
機
会
に
も
う
一
度
家
族
や
地
域
で

土
砂
災
害
の
危
険
性
や
避
難
行
動
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
学
校
や
公
共
施
設
、
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
が
避
難
所
に
指
定

　

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
住
い
の
地
区
の
避
難
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合

　

は
役
場
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

避難までの流れ

連
絡
体
制

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
態
に

な
っ
た
場
合
、
安
否
確
認
の
伝
言

を
録
音
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

伝
言
の
録
音
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

録
音
の
場
合
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

０
９
９
６
（
×
×
）
×
×
×
×

伝
言
の
再
生
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

再
生
の
場
合
２
を
ダ
イ
ヤ
ル

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
前
兆
現
象
の
発
見
・
避
難
支
援
・

災
害
発
生
・
避
難
所
の
開
設
状
況

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

◎
け
が
人
が
出
た
・
人
命
救
助

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

☎
１
１
９
番
も
し
く
は

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

避
難
行
動
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薄
井
集
落
で
地
す
べ
り
発
生

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
周
辺
住
民
は
一
時
避
難

　

５
月
15
日
午
後
、
薄
井
集
落
の
山
林
で
地
す
べ
り
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

地
す
べ
り
は
、
薄
井
港
線
沿
い
で
発
生
し
、
竹
や
雑
木
、

尾
根
沿
い
の
擁よ
う
へ
き壁

を
な
ぎ
倒
し
ま
し
た
。
幸
い
住
宅
な
ど

へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
梅
雨
時
期
前
に
発

生
し
た
こ
と
も
あ
り
、町
で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

周
辺
住
民
（
17
世
帯
54
人
）
も
親
族
の
家
な
ど
に
一
時
避

難
し
ま
し
た
。

　

発
生
現
場
で
は
、
土
木
業
者
に
よ
る
大
型
の
土ど
の
う嚢
が
積

み
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
地
元
消
防
団
員
ら
に
よ
る
監
視
や

避
難
家
屋
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

災
害
の
前
兆
現
象
を
ご
存
知
で
す
か

こ
ん
な
現
象
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

◎
が
け
崩
れ

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

て
く
る

が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る

が
け
か
ら
水
が
わ
き
出

て
い
る

◎
土
石
流

山
鳴
り
が
す
る

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
、
川
の
水
位
が
下
が
る

川
の
流
れ
が
濁
り
、
流

木
が
混
ざ
り
は
じ
め
る

◎
地
す
べ
り

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る

日ごろから家族全員で避難場所や避
難する順路を決めておきましょう。

土石流は速度が速いため、土砂の流
れる方向に対して直角に逃げましょ
う。

１時間に 20 ㍉以上、または降り始
めてから 100 ㍉の降雨量になったら
注意しましょう。

 

避
難
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

 

逃
げ
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

 

大
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

↑ブルーシートで覆われ、大型の土
どのう

嚢が積み上げられた
　地すべり発生場所
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i n f o r m a t i o n

臨 時 福 祉 給 付 金

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金

支給要件

支給要件

〇支給額
１人につき 10,000 円を支給。（下記の加算対象者は１人につき 5,000 円を加算）
〇加算対象者

・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金などの受給者
　（平成 26 年３月分の受給権があり、４月または５月分の年金の支払いがあるかた）

・児童扶養手当、特別障害者手当などの受給者
　（平成 26 年１月分の手当などを受給しているかた）

〇対象児童
支給対象者の平成 26 年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童。
　（ただし、「臨時福祉給付金」の対象となる児童、生活保護の受給者となっている児童な
　  どは除きます）

〇対象者
住民税の非課税者（課税者の扶養親族や生活保護受給者は除く）

〇対象者（次のどちらの要件も満たすかたが対象です）
①平成 26 年１月分の児童手当・特例給付を受給
　（特例給付とは、児童手当の所得制限限度額以上のかたについて、児童１人当たり月額
　  5,000 円を支給しているものです）
②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限限度額未満
〇支給額

子ども１人につき 10,000 円

〇受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です。
〇平成 26 年度分の住民税が確定後、それぞれの給付金の対象者と思われるかたへ申請書を７月以
　降に送付します。申請時期、申請方法などについては、送付された申請書でご確認ください。
〇老齢基礎年金など、臨時福祉給付金の加算対象の年金・手当などの裁定などの請求が可能で、ま
　だ請求していないかたは、平成 26年９月 30日までに裁定などの請求をする必要があります。
〇「臨時福祉給付金」（簡素な給付措置）や「子育て世帯臨時特例給付金」の振り込め詐欺、個人

　情報の詐取にご注意ください。

　４月からの消費税引上げに際し、低所得者に与
える負担の影響に対し、「社会保障と税の一体改
革」の枠組みの中で講じる社会保障の充実のため
の措置として臨時福祉給付金を支給します。
　同様に、子育て世帯への影響を緩和するととも
に、子育て世帯の消費の下支えを図る観点から臨

臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金

時的な給付措置として子育て世帯臨時特例給付金
を支給します。
　２つの給付金の支給要件は次のとおりです。ど
ちらの給付金も対象者には、７月ごろお知らせし
ます。
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

給付金に関するお知らせ

対象者診断チャート

基準日は平成 26 年１月１日です。
当チャートはあくまで一般的な場合を想定
しています。

はい いいえ

Ｑ．自分が住民税が課税されているかどうか、どうすればわかりますか？
Ａ．給与明細書の「住民税」の項目に課税額が記載されている場合や、給与や年金の収入が非課税
　　限度額を超える場合には、基本的に住民税が課税されています。

Ｑ．基準日（平成 26 年１月１日）の翌日以降に引っ越した場合の給付金の受け取りは？
Ａ．今回の２つの給付金は基準日時点で住民票がある市町村から支給されます。

Ｑ．基準日以降に生まれたかたや亡くなられたかたは給付金の対象になりますか？
Ａ．基準日に生まれたかたは対象になりますが、基準日の翌日以降に生まれたかたは対象になりま
　　せん。また基準日から支給決定がされるまでの間に亡くなられたかたも対象になりません。

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課　
　☎（86）1157［直通］

※所得制限額は扶養人
数によって異なります。
（制限額については、町
民福祉課でご確認くださ
い）

下の診断チャートで給付金の対象かどうかが確認できます。

7 広報ながしま



i n f o r m a t i o n

農業用廃プラスチック類回収に協力を
　使用済みの農業用プラスチック類などは産業廃棄物です。これらの処理については「使用した農家自らの責
任で正しく処理しなければならない」と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとおり実施します。回収方法にしたがって、最寄りの回収場所に持ち
込んでください。

回収日 時間 回収場所 回収日 時間 回収場所

６月 23 日

（月）

10：00 ～

12：00
獅子島アイランドセンター

６月 25 日

（水）

8：00 ～

10：00

平尾サメシマフーズ駐車場

小浜港野積場

６月 24 日

（火）

８：00 ～

10：00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）

（計量は伊唐港） ６月 26 日

（木）

8：00 ～

10：00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場 田尻公民館

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・肥料袋・農薬使用済み袋　（ポリ容器む）

□農ポリ・ビニールの梱包
　①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニールを巻きつける。
　②３カ所を結束し、１梱包 10 ｋｇ程度とする。
　※同じフィルムで縛り、土や砂、その他異物を取り除く。

［梱包方法］

□肥料袋の梱包
　①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
　②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
　※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、　
　　回収しませんのでご注意ください。
　　（持ち帰りとなります。）

□農薬使用済み袋
　農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルを剥がしてください。
　※ラベルを剥がしていないポリ容器は、回収しません。農薬の廃袋は、水で洗浄してください。

◇回収方法◇

◇回収費
農業用ビニール　10 円／ｋｇ　　
農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）15 円／ｋｇ

◇注意事項
※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられていますので、　
　車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は、伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。
※今回の回収費（処理費用）の半額を助成します。
　 回収費は、原則農協の口座から引き落としますので、口座番号の確認をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　
　☎（88）5670［直通］
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支
援
活
用
で
、
適
切
な
治
療
を

不
妊
・
不
育
治
療
に
関
す
る
エ
ン
ゼ
ル
支
援
制
度

　

町
で
は
、
不
妊
症
や
不
育
症
に
悩

む
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
の
精
神
的

負
担
と
、
不
妊
症
、
不
育
症
治
療
に

対
す
る
医
療
費
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
少
子
化
対
策
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
長
島
町
エ
ン
ゼ
ル
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
や
対
象
と
な
る
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
対
象
者

　

長
島
町
に
１
年
以
上
居
住
し
、
婚

姻
後
１
年
以
上
経
過
し
た
子
供
の
い

な
い
夫
婦
。

〇
事
業
内
容

　

不
妊
症
、
不
育
症
な
ど
の
相
談
検

査
・
治
療
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を

助
成
。

〇
申
請
方
法

　

役
場
保
健
衛
生
課
に
あ
る
申
請
書

に
記
入
。

〇
助
成
金
の
額

　

申
請
年
度
に
お
け
る
助
成
金
の
上

限
額
は
10
万
円
。

　

た
だ
し
、
鹿
児
島
県
不
妊
治
療
費

助
成
金
を
同
一
の
治
療
で
申
請
・
助

成
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

〇
獅
子
島
に
お
住
ま
い
の
か
た
へ

　

病
院
を
受
診
さ
れ
る
際
の
フ
ェ

リ
ー
代
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
申
請
な
ど
に
関
す
る
相
談
は
保
健

師
が
対
応
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係　

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

長
島
町
で
は
、
年
間
約
１
０
０

人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
安
全
に
、
元
気
に
育
つ
よ

う
、
ま
た
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

妊
婦
の
出
産
・
育
児
を
迎
え
る
気

持
ち
や
態
勢
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
６
月

と
12
月
に
イ
ル
カ
教
室
（
妊
婦
教

室
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
の
人
も
、
２
回

目
以
降
の
妊
娠
の
人
も
、
こ
の
機

会
に
一
緒
に
妊
娠
・
出
産
に
つ
い

て
、
楽
し
く
、
気
軽
に
お
話
し
し

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
同
じ
時
期
に

出
産
を
控
え
る
マ
マ
友
が
増
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

イルカ教室 （妊婦教室） を開催します

日　時

1 回目
　６月 20 日（金）

　午後１時 30 分～午後４時 30 分（受付：午後１時～）

2 回目
　６月 27 日（金）

　午後１時 30 分～午後４時 30 分（受付：午後１時～）

場　所 　町保健福祉センター（鷹巣）

内　容
　妊娠・出産や育児など、知識や方法、妊婦さんの質問や相談に応じながら行います。

講師には助産師を迎えます。（町内在住の妊婦さんには、内容の詳細など個別に通知します）

持参するもの 　母子健康手帳

参  加  料 　無料

◎問い合わせ先　役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］
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5
月

１
日

２
日

３
日

６
日

８
日

９
日

12
日

13
～
14
日

14
日

15
日

15
～
17
日

19
日

20
日

21
日

23
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

平
成
26
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式（
水
俣
市
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
駐
車
場
）

第
３
回
じ
ゃ
が
い
も
祭
り　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

第
４
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

九
州
公
民
館
連
絡
協
議
会
鹿
児
島
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
監
査　
　
　
（
東
京
都
）

県
森
林
整
備
公
社
監
査　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
特
産
品
協
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

企
業
誘
致
推
進
協
議
会
総
会　
（
鹿
児
島
市
）

第
28
回
地
域
医
療
現
地
研
究
会　
（
奄
美
市
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

災
害
時
応
援
協
定
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
第
２
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
定
期
総
会（
鹿
児
島
市
）

町
長
査
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
黒
ノ
瀬
戸
風
力
発
電
所
建
設
祈
願
祭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
門
野
）

新
任
課
長
研
修
会
講
師　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

九
州
国
道
協
会
通
常
総
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
・
北
薩
広

域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会　
（
出
水
市
）

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会　
（
鹿
児
島
市
）

農
業
者
認
定
証
交
付
式　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

北
薩
地
域
行
政
懇
談
会　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

 　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
推
進

の
一
環
と
し
て
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
軽
量
化
・
再
資
源
化
を

図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
む
た
め
、
手
軽
に
生
ご
み
の
減
量

が
で
き
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み
処
理

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　

次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
人
と

し
ま
す
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

　

る
人

②
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
適
正

　

に
維
持
管
理
し
、
堆
肥
を
利
用
で

　

き
る
人

③
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト

　

を
役
場
、
指
江
庁
舎
に
受
け
取
り

　

に
来
る
こ
と
が
で
き
る
人

〇
募
集
開
始
日
お
よ
び
募
集
世
帯

　

６
月
23
日
（
月
）
～

　

先
着
１
５
０
世
帯

〇
申
し
込
み
方
法

　

役
場
保
健
衛
生
課
、
指
江
庁
舎
総

合
管
理
課
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

○
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑

○
配
布
物
品
お
よ
び
配
布
場
所

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト

　

や
説
明
書
を
役
場
保
健
衛
生
課
お

　

よ
び
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課
で
無

　

料
配
布
し
ま
す
。

○
応
募
者
が
準
備
す
る
も
の

　

紙
ガ
ム
テ
ー
プ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

　

ン
ポ
ス
ト
を
載
せ
る
台
座
（
ビ
ー

　

ル
ケ
ー
ス･

コ
ン
テ
ナ
な
ど
）

※
な
お
５
名
以
上
の
団
体
の
方
が
申

し
込
む
場
合
は
事
前
に
保
健
衛
生
課

環
境
衛
生
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
水
地
区
ご
み
減
量
推
進

協
議
会
で
は
２
市
１
町
で
共
通
し
て

取
組
む
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
運
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
持
込
可
能
な
販
売

店
で
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
ご
み

の
減
量
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

生 ご み 減 量 に 取 り 組 ん で み ま せ ん か ？
手 軽 で 簡 単 、 ダ ン ボ ー ル コ ン ポ ス ト

手
話
入
門
講
座
を
開
催

　

手
話
の
基
礎
的
な
技
術
を
学
び
身
に
つ
け

た
い
人
、
手
話
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
交
流
を
し
て
み
た
い
人
な
ど
、
手
話
に

興
味
が
あ
る
人
の
た
め
の
手
話
入
門
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

小
学
４
年
生
以
上

○
期
間
お
よ
び
時
間

　

７
月
９
日
～
11
月
26
日
の

　

毎
週
水
曜
日
（
全
20
回
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

○
会
場

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー（
３
階
青
少
年
研
修
室
）

○
受
講
料
＝
無
料

○
申
し
込
み
期
限
＝
６
月
27
日
（
金
）

○
講
師
（
牧
実
夫
さ
ん
）
か
ら
一
言

　
「
手
話
を
使
っ
て
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］
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取
る
相
撲
負
け
て
ば
か
り
や
子
供
の
日
　
　
淵
脇
　
　
護

四
月
馬
鹿
猫
が
爪
と
ぐ
古
タ
イ
ヤ
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

箸
立
て
に
孫
の
箸
増
え
風
薫
る
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

空
町
で
一ひ
と
ひ日

遊
ん
で
四
月
馬
鹿
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

上か
み

の
句
に
続
か
ぬ
言
葉
四
月
馬
鹿
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

花
の
屑
散
り
て
女め

の
子
の
立
つ
溝
へ
　
　
　
筑
前
　
初
市

新
緑
と
島
の
情
け
が
身
に
染
み
る
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

わ
が
ま
ま
を
聞
い
て
一
日
子
供
の
日
　
　
　
関
　
佳
代
美

一
車
線
道
路
の
桜
ふ
ぶ
く
か
な
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

押
し
呉
る
る
子
ら
に
心
が
満
ち
を
り
て
薔
薇
の
香
漂
ふ
園

を
廻
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

天
草
の
縦
断
の
道
春
ふ
け
て
早
期
田
の
苗
水
面
に
ゆ
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

山
峡
に
早
蕨
生
ゑ
し
ひ
と
所
野
苺
う
れ
て
甘
き
香
の
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

花
毎
に
小
さ
き
蜂
来
て
わ
が
畑
の
ス
イ
カ
の
花
は
輝
き
を

増
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

朝
の
陽
に
緑
深
ま
る
葉
桜
の
片
方
に
紫
陽
花
の
蕾
は
か
た

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

枝
し
な
ふ
ほ
ど
の
枇
杷
の
実
熟
る
る
日
を
待
つ
か
鴉
は
幾

度
か
来
居
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

夕
明
り
に
山
の
電
線
光
り
ゐ
て
止
ま
る
鳥
ら
の
く
っ
き
り

浮
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

［
短
歌
］

米
軍
が
一
部
返
還
決
ま
り
て
次
々
工
事
何
が
出
来
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

長
雨
の
緑
ふ
か
ま
る
集
落
の
日
ご
と
狭
ま
り
く
ち
な
し
白

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

人
生
は
後
な
き
事
よ
困
る
な
り
年
は
い
や
か
な
仕
方
な
い

か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

　育児の不安を取りはらい、自
信を持って自分に “はなまる”
をつけてあげられる子育てのヒ
ントを紹介します。

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ　

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ　

著

　ここの銭湯は、パンダ専用。
パンダ専用なので、パンダの秘
密がいっぱいです。でも秘密っ
て一体何なのでしょうか…。

パ
ン
ダ
銭
湯

小
川　

圭
子　

作

子
育
て
に
困
っ
た
マ
マ
を
救
う
本

わ
が
呼
べ
ば
難
聴
の
耳
立
て
て
見
る
二
十
三
才
な
り
し
愛

猫
の
み
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

立
ち
上
げ
し
瓜
の
広
葉
に
構
へ
ゐ
て
青
蛙
の
白
き
喉
は
震

ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

青
空
に
は
た
め
く
鯉
の
の
ぼ
り
旗
名
も
難
し
く
思
ひ
あ
ぐ

ね
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

声
も
な
く
燕
の
番
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
れ
ば
素
早
く
す

り
抜
け
ゆ
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ
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総
務
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、

７
月
１
日
に
、
平
成
26
年
経
済
セ

ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
と
平
成
26
年

商
業
統
計
調
査
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て
の
事
業

所
お
よ
び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
施

策
の
立
案
や
、
民
間
企
業
に
お
け

る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
社
会

経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
票
は
、
統
計
調
査
員
が
６
月
末

日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。
調
査

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
部
統
計
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
７
９

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

今
年
は
１
等
前
後
賞
合
わ
せ

て
６
億
円

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ

ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

○
発
売
場
所

　

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

○
発
売
期
間

　

７
月
４
日
（
金
）
～
25
日
（
金
）

○
抽
せ
ん
日

　

８
月
５
日
（
火
）

○
当
せ
ん
金

　

１
等

　
　

４
億
円
×
26
本

　

２
等

　
　

１
千
万
円
×
52
本

　

３
等

　
　

１
０
０
万
円
×
２
６
０
０
本　

ほ
か

※
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
同
時

に
発
売
さ
れ
ま
す
。

（
１
等
＝
６
千
万
円
×
90
本　

ほ
か
）

放
送
大
学
は
あ
な
た
の
学・

・び

を
応
援
し
ま
す

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
か
た
が
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
出
願
期
限

　

８
月
31
日
（
日
）
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

共
生
・
協
働
の
地
域
社
会
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す

　

北
薩
地
域
振
興
局
で
は
平
成
26

年
度
共
生
・
協
働
型
地
域
元
気
お

こ
し
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
す
る
自

治
会
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
共
生
・
協
働
の
地
域

社
会
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
自

治
会
な
ど
が
行
う
「
地
域
の
魅
力

や
資
源
の
調
査
」、「
地
域
の
魅
力

や
資
源
を
生
か
し
た
地
域
内
外
と

の
交
流
」
な
ど
に
係
る
事
業
費
の

助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

○
応
募
で
き
る
団
体

　

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
の
他
の
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

　

※
県
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有

す
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
助
成
金
額

　

助
成
対
象
費
の
２
分
の
１

　
（
上
限
＝
10
万
円
）

○
事
業
の
実
施
期
間

　

助
成
金
の
交
付
決
定
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
25
日
（
水
）
ま
で

○
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接

必
要
と
な
る
経
費
（
謝
金
、賃
金
、

旅
費
、
消
耗
品
費
、
印
刷
費
、
通

信
運
搬
費
、
借
上
料
、
備
品
購
入

費
、
保
険
料
そ
の
他
必
要
な
経
費

な
ど
）

○
応
募
期
限

　

７
月
11
日
（
金
）

○
応
募
方
法

　

応
募
書
類
を
役
場
企
画
財
政
課

へ
提
出

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
総
務
企
画
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
１
０
７

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

財
産
を
相
続
し
た
と
き
は

　

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の
財
産
を

相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た

場
合
に
は
、
相
続
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
各
相
続
人
な
ど

が
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し

た
財
産
の
価
額
と
相
続
時
精
算
課

税
の
適
用
を
受
け
て
贈
与
に
よ
り

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
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取
得
し
た
財
産
の
価
額
の
合
計
か

ら
債
務
や
葬
式
費
用
の
金
額
を

控
除
し
、
相
続
開
始
前
３
年
以

内
の
暦
年
課
税
に
係
る
贈
与
財
産

の
価
額
を
加
算
し
た
「
正
味
の
遺

産
額
」
の
合
計
が
基
礎
控
除
額
を

超
え
る
場
合
、
そ
の
財
産
を
取
得

し
た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
お
よ

び
被
相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
10
カ
月
以

内
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

九
州
電
力
で
は
、
今
夏
の
電
力

需
給
に
つ
い
て
、
昨
夏
よ
り
大
幅

に
厳
し
い
受
給
状
況
を
予
想
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
生
活
や
健
康
、

生
産
・
経
済
活
動
に
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
節
電
へ
の
取
り
組
み
を

勧
め
て
い
ま
す
。

○
節
電
を
勧
め
る
期
間
と
時
間
帯

　

７
月
１
日
～
９
月
30
日
の
平
日

　
（
８
月
13
日
～
15
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

〇
節
電
の
取
り
組
み
方
法

　

エ
ア
コ
ン
は
28
℃
に
設
定
す

る
、「
す
だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」

な
ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら

げ
る
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア

コ
ン
を
消
し
扇
風
機
を
使
用
す

る
、
不
要
な
照
明
は
消
す
、
テ
レ

ビ
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す
る

と
と
も
に
必
要
な
と
き
以
外
は
消

す
、
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か

ら
「
中
」
に
切
り
替
え
る
、
扉
を

開
閉
す
る
時
間
を
減
ら
す
、
食
品

を
詰
め
込
ま
な
い
、
使
用
し
な
い

家
電
製
品
は
本
体
の
主
電
源
を
切

る
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
株
式
会
社
出
水
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
８
０
１

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免

制
度
に
つ
い
て

　

風
水
害
や
震
災
、
火
災
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得

税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民

税
）
の
減
免
や
納
入
期
限
の
延
長

な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け

る
に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
り
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り

の
地
域
振
興
局
な
ど
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
化
月
間　

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
と
非

行
の
防
止
と
立
ち
直
り
に
つ
い
て

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
い
う
国
民
運

動
で
す
。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

ちびっこフェスタを開催

気なちびっ子集まれ元
　こどもの日の５月５日、町文化ホール周辺でちびっ
子フェスタがありました。
　この日は、朝から小雨がぱらつく天候でしたが、雨
にも負けない元気なちびっ子たち約 300 人が、金魚
すくいやスーパーボールすくい、くじ引き、お菓子つ
かみなどのゲームを楽しみました。
　午後には、おもちゃや自転車、人気ゲーム機などが
当たる抽選会も行われ、抽選に当たった子どもたちか
らは喜びの声があがっていました。
　金魚すくいをした菊地琉南さんは「金魚すくいは難
しかったけど、上手にすくえてうれしかった」と楽し
んだ様子でした。
　ちびっ子たちの元気が届いたのか、午後には空も明
るくなり、会場内を走りまわる元気な声が響いていま
した。

　5月 10 日、町開発総合センターで平成 26 年度
北薩地区女性団体指導者養成事業がありました。
　これは北薩地区の女性団体活動の充実を図るこ
とを目的に行われ、この日は女性団体の指導者約
100 人が参加しました。
　研修では、長島町商工会の坂口るみ女性部長が
実体験をもとに「明るく楽しく活動する中で、会
員らとさまざまなことを学ぶことができる場で
す」と話しました。

シジュウカラの子育て

事に育ち大空へ羽ばたく無
　４月下旬、浜漉集落の大堂久さん宅にあるポス
トの中でシジュウカラが巣作りし、産卵しました。
　大堂さん宅では、これまでも何度かシジュウカ
ラが産卵しましたが、カラスがいたずらするなど
して、ひなが巣立つことはありませんでした。
　「今度こそは」と思い立った大堂さん。カラス
が来ないように、ポストの周囲に釣り糸を張り巡
らすなどして対策をしました。
　５月中旬、温かく見守った結果、ひなは元気に
大空へ羽ばたいていき、大堂さんは「無事に巣立っ
てくれて良かった」と笑顔を見せました。

↑スーパーボールすくいに夢中になるちびっ子たち

女性団体指導者養成事業

性の団結力を結集女

↑ポストの中で、親鳥を待つひな（４月 28 日）

↑講話を熱心に聞き入る研修参加者
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伊唐小学校日曜参観

子で楽しむストレッチ教室親
　５月 25 日、伊唐小学校（永瀬孝志校長）で日曜参
観がありました。
　日曜参観では、保護者らが子どもたちの授業を参観
した後、体育館でストレッチ教室が行われました。教
室は、ストレッチを通して親子がふれあうことなどを
目的に、日本ストレッチ協会公認インストラクターの
前田宏知氏を講師に迎え、実施されました。
　児童らは、保護者に見られていることもあり張り
切った様子で、真剣に取り組んでいました。一方保護
者らは、慣れないストレッチに顔をしかめつつ、硬い
からだと悪戦苦闘しながら楽しんでいました。
　６年生の山坂凌平君は「僕はからだが硬いので、教
えてもらったストレッチでからだが柔らかくなるよう
にしたい」と表情を和らげました。

カヌー部新設で専門部が 19に

育協会評議員会を開催体
　４月 25 日、町多目的ホールで、長島町体育協
会評議員会が開催され、18 の専門部から評議員
約 40 人が出席しました。
　会では、平成 26 年度の事業計画や予算などに
対する審議が行われたほか、新たにカヌー部の新
設が認められ、専門部が 19 となりました。
　本協会員として長年スポーツ振興に尽力をされ
た以下の３人が功労者として表彰を受けました。
　坂下　英喜さん（剣道）
　大畑　憲治さん（グラウンド・ゴルフ）
　山頭　松子さん（家庭婦人バレーボール）

風力発電機２基を増設

事の無事を願う工
　５月 26 日、山門野地区の山林内で長島黒ノ瀬
戸風力発電所の風力発電機２基（2,000㌔㍗×２）
を増設する安全祈願祭が行われました。
　神事には、親会社のシグマパワージャネックス
株式会社（本社＝福岡市）の石井八弥社長や工事
関係者、川添健町長など約 50 人が参加しました。
　石井社長は「風車増設には地元の支援と理解が
あってのもの。万全の態勢で工事に対応し、長島
の発展に寄与したい」と話しました。
　同発電所は平成27年 4月の操業を目指します。

↑真剣にストレッチに取り組む親子

↑評議会に出席した評議員の皆さん

↑神事を行う川添健町長
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11, 120 (  -11)

平成 26年 5月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,362 (     -3)
5,758 (     -8)

  4,464  (   +5)

　

本
町
が
推
進
す
る
自
然
を
生
か
し
た
景

観
づ
く
り
の
模
範
と
な
る
個
人
や
団
体
に

対
し
て
「
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
」

に
定
め
る
景
観
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
「
第
４
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
」の
閉
会
式
会
場（
町
文
化
ホ
ー

ル
）
で
開
催
さ
れ
、
川
添
健
町
長
か
ら
個

人
や
団
体
の
代
表
者
に
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
個
人
や
団
体
は
１
年

を
通
じ
て
積
極
的
に
花
壇
を
管
理
す
る
な

ど
住
民
や
通
行
人
に
喜
ば
れ
癒
や
し
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
花
の
町
、
長
島
」
の
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
引
き
続
き
景
観
づ

く
り
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

〇
景
観
賞
受
賞
者

［
個
人
］（
花
壇
管
理
場
所
）

　

福
山　

泰
志
（
矢
堂
）

　

山
内　

清
英
（
川
床
下
）

　

大
田
ハ
ヤ
子
（
脇
崎
）

［
団
体
］

　

蔵
之
元
小
学
校
（
蔵
之
元
）

　

有
限
会
社
藤
川
産
業
（
小
浜
）

　

有
限
会
社
田
中
建
築
工
務
店
（
田
尻
）

　

株
式
会
社
小
竹
組（
本
町
お
よ
び
指
江
）

　

株
式
会
社
浜
畑
組
（
加
世
堂
）

↑景観賞を受賞した花壇（田尻地区）

３
個
人
、
５
団
体
が
景
観
賞
を
受
賞
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▽
皆
さ
ん
は
、
ハ
ー
ト
の
石
張
り

を
ご
存
知
で
す
か
？
ぐ
る
っ
と
一

周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
で
は
石
張
り

と
石
積
み
の
花
壇
に
四
季
折
々
の

花
ば
な
が
咲
き
ま
す
。
き
れ
い
な

花
に
、
つ
い
見
と
れ
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ

と
視
点
を
変
え
る
と
、
花
を
囲
む

石
積
み
に
も
面
白
い
も
の
が
。
町

内
の
数
か
所
で
、
ハ
ー
ト
や
魚
の

形
を
し
た
石
が
法
面
に
張
ら
れ
て

い
ま
す
。
実
は
私
も
つ
い
最
近
知

り
ま
し
た
。
ど
こ
に
あ
る
か
は
教

え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
工
事
関
係
者

の
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心
が
嬉
し

く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
運

転
中
は
危
険
で
す
の
で
、
助
手
席

や
後
部
座
席
か
ら
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
▽
楽
し
む
と
言
え
ば
、
仕

事
柄
、
過
去
の
広
報
誌
を
よ
く
手

に
取
り
ま
す
。
先
輩
が
た
の
力
作

で
、
私
が
一
番
熱
心
に
読
む
の
は

代
々
続
く
こ
の
編
集
後
記
。
個
性

が
あ
っ
て
非
常
に
面
白
い
で
す
。

中
に
は
、
つ
い
ふ
き
だ
し
て
し
ま

い
そ
う
な
こ
と
も
書
い
て
あ
っ

て
、
１
人
で
こ
っ
そ
り
と
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
今
月
も
無
事
に
編
集

後
記
に
た
ど
り
着
き
、
ホ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。　
　
　
（
赤
嵜
慶
和
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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拡
幅
工
事
が
進
む
県
道
長
島
宮
之

浦
港
線
。
役
場
近
く
の
本
町
通
り
で

は
道
路
の
拡
幅
工
事
で
、
町
並
み
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

鷹
巣
交
差
点
か
ら
三
船
入
口
の
交

差
点
ま
で
の
区
間
で
は
、
平
成
23
年

４
月
に
撮
影
し
た
右
の
写
真
の
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
１
車
線
だ
っ
た
道
路

は
、
店
舗
や
住
居
が
立
ち
退
き
、
左

の
写
真
の
よ
う
に
２
車
線
に
な
り
、

町
並
み
は
一
変
し
ま
し
た
。

　

平
尾
地
区
の
交
差
点
付
近
で
は
、

４
月
下
旬
、
橋
の
工
事
が
行
わ
れ
、

１
本
当
た
り
の
重
量
が
10
㌧
を
超
え

る
橋
げ
た
10
本
が
ク
レ
ー
ン
に
よ
り

据
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

活
気
あ
ふ
れ
る
長
島
町
は
、
時
代

と
と
も
に
歩
み
続
け
、
こ
れ
か
ら
も

未
来
へ
の
道
を
切
り
開
き
ま
す
。

↑拡幅によりバスも通行しやすくなった本町通り（６月上旬）

　

町
で
は
、
平
成
26
年
度
宝
く
じ
ま
ち
の

音
楽
会
「
南
こ
う
せ
つ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ウ
ー
・

フ
ァ
ン　

心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。

○
会
場
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

○
開
催
日
＝
８
月
19
日
（
火
）

○
開
演
＝
午
後
６
時
30
分
（
６
時
開
場
）

○
入
場
料
（
税
込
）
※
全
席
指
定

　
（
前
売
券
）
２
０
０
０
円

　
（
当
日
券
）
２
５
０
０
円

○
主
な
予
定
曲
目

　

神
田
川
、
妹
、
夢
一
夜　

ほ
か

※
当
日
は
町
内
の
合
唱
団
と
の
コ
ー
ラ
ス

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
＝
６
月
28
日（
土
）

※
電
話
で
の
予
約
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

文
化
ホ
ー
ル
で
の
販
売
の
み
と
な
り
ま

す
。（
チ
ケ
ッ
ト
は
１
人
５
枚
ま
で
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

　

町
文
化
ホ
ー
ル
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
）

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

ま
ち
の
音
楽
会
を
開
催

↑拡幅前の本町通り（平成 23 年４月撮影）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１４７

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

8/1 8/2

6/29 6/30

２９ ３０ ３１

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎６～７カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○三慶医院 63-2333
○高尾野診療所 82-0017
○内山病院 73-1551
○田畑歯科医院 62-0888
□タカラ調剤薬局 62-8813
□高尾野会営薬局 64-2110
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○鶴見医院 73-0553
○白男川歯科医院 63-0009
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ・イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○児島歯科医院 86-1266
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
□長島調剤薬局 64-5555
◇しみずこども医院 68-0633

海の日

○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック .なかむら 62-0241
○いまむらクリニック 73-1700
○金子歯科医院 63-2150
□ふれあい薬局 63-3070
□市民調剤薬局 68-0150

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
（田尻小学校）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
（平尾小学校）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○門松医院 64-6100
○中島歯科医院 82-0020
□クレイン調剤薬局 63-4300
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●７月 21日は海の日です。
　海の日は「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


